
教育課程編成委員会 

令和 2年度 第 2回委員会 議事録 

 

１．日時および場所 

日時：2021年 2月 20日（土）15：00～16：30 

場所：修成建設専門学校 129教室 （卒業展審査：621.622教室） 

２．出席者 

西濱浩次、辻裕樹、井上久実、東泰紀、佐藤榮一、小松原学、中村裕輔 

坂入喜代枝、市岡武、壺山和憲、小島章、冨山毅、槇村吉高、森本和真 

  山下裕貴、堤下隆司、見邨佳朗、谷川博康、増田和浩、辰井菜緒、鍵谷啓太 

釜友知與子、山本順也、野瀬孝男、明石祥子、上杉敬史 

        以上 27名 

３．配布資料 

   資料１－１：令和２年度第 2回委員会 議事次第 

   資料１－２：委員名簿（2020年度） 

   資料１－３：卒業展作品審査関連書類 

  資料１－４：卒業展 2021DM案内 

  資料１－５：意見書 

 

４．議事次第 

（１）開会挨拶 

    堤下校長から開会挨拶に続き、教育課程編成委員会の概要説明・卒業展作品審査の

謝辞があった。 

    山下理事長から学園の現状報告があった。 

（２）委員出席確認と挨拶 （会議時間短縮の為省略とする） 

（３）議事内容説明 

     １）卒業展 2021作品審査 

       堤下校長から作品審査結果の説明が行われた。 

       グランプリ：大西未桜(空間) 

準グランプリ：白恩惠 (建築 CG)、渡辺彩実(空間)、 田賀 優治(建築 CG) 

     ２）令和 2年度全学科課程修了報告 

       各学科長より令和 2年度課程修了報告が行われた。 

       ■建築学科（昼・夜）・・・増田委員 

       ■建築 CGデザイン学科・・・見邨委員 

■空間デザイン学科・・・鍵谷委員 

■住環境リノベーション学科・・・山本委員 



■土木工学科、建設エンジニア学科・・・野瀬委員 

■ガーデンデザイン学科・・・明石委員 

■専科２級建築士科・・・釜友委員 

     ３）進路係よりの説明 

       進路係長上杉委員より本校の進路状況、オンラインを活用した就職指導、イ

ンターンシップなどの取り組みについての説明があった。 

４）意見書 

  コロナ禍による会議時間短縮の為、下記の４項目に対する意見を外部委員

から求め、集約して会議録に添付することにした。 

 ① 教育課程編成委員会への要望 

 ② 社会情勢(コロナ禍)における建設業界の今後について 

 ③ 本校学生の卒業時におけるスキルについて 

 ④ 本校学生が必要な社会人マナー教育について 

（５）次回開催について 

日程：2021年 10月ごろを予定 

場所：修成建設専門学校 

内容：令和 3年 4月入学者適用各学科新カリキュラム要点説明  

 以上（記録・文責：辰井菜緒 上杉敬史） 

 

■ 意見書結果 ■ 

① 教育課程編成委員会への要望 

・卒業展の作品は毎回感動を覚えます。力作が故に審査の時間も、もう少し余裕が必要と感じる。 

・全体のカリキュラムの説明は受けているが、担当する分野に関してもう少し詳しく講義内容等の

レクチャーがあればと思います。（資料は頂いていますが） それには時間の問題が大きく、年

間の開催回数を増やす必要があるかと思います。 

・学生が質の高い実践的教育が出来るように、改善と発展を目指し、社会のニーズを踏まえた適

切な評価を図る事と思われます。 

・全学科課程修了報告がありましたが、簡単なまとめの資料があるとよかったです。また、先般の

報告会でパソコンの有無のバラツキが学業に影響が出たと聞きました。購入の補助があるとよい

のではと思います。 

・今後もオンライン授業はなくならないかと考える。ガーデン、造園に関して５感をつかって感じる。

空気感を肌で感じることはかかせない。 現地見学は世の中の状況をみながらにはなるが、いく

つかの現場（古庭園、緑地公園、ショップガーデン等）少人数で各自興味のある場所を選び見

学するとよいと思います。その場合はGULIGULIの庭を選択肢の１つとして考えていただいても

結構です。 

・各科長様から、本年度で感じた問題点・反省点・来年度における改善点等をお聞かせいただい



て会議における、議題もある程度絞り込めれば実の有る会議になると思います。 

・編成委員会は色々な方でバランスがとられており、特に問題はございません。 

・多くの学生さんは修成さんが人生で最後の学生生活になる。勉強だけでなく、10～20 年たっても

同窓会の話しのネタになるような、同級生との思い出づくりの機会をたくさん与えてあげてほしい。 

 

② 社会情勢(コロナ禍)における建設業界の今後について 

 ・建設業界について言えば、一時的には民間建築の新築設備投資は縮小傾向で有るが、多くの

施設で感染予防の為の非接触対策や陰圧や換気や空調システムの見直し、動線区画見直しに

よる改修工事や働き方改革による執務空間の提案、会議、研修等の非対面の空間提案力等。又

SDGSにより、施設 ZEB化やニューカーボン化に拍車がかかり、この様な改修知識や提案力が要

求される。土木工事においても既存のインフラの劣化調査の AI化やロボット化が進みそのオペレ

ーターの育成や人材確保も急がれる。 土木インフラの新設及び改修は、近年の異常気象や地

震国日本特有の危機感から一層公共 工事には前向きな投資が行われると予測する。業界の就

業スタイルも遠隔管理や業務分担化も進み BIM も一層ニーズが高まる。 

・建設業界の景気は社会変動に強く影響を受けるのでやはり厳しい時代が続きそうです。 ただ、

根本的に必要なものなので多少の縮小はあるものの存続はしてゆきます。 そんな状況の中で、

建設物の内容は社会のニーズの変化、価値観の多様化により大きく変わっていき、それに対応

出来ない会社や組織は淘汰されていくかと思います。 

・まだまだ先は見えないと思われますが、教育の目線からは多くの企業では 「階層別教育の重要

性」と「社会的責任」という二要素を慎重に考慮の上、新入社員研修の開催可否について苦渋の

検討がなされている。 

・施工現場では今後 ICT 化がさらに進み、業務の効率アップと人材不足の緩和につながる。技術

者には IT技術のスキルが、今後求められる。 

・ZOOMでのプレゼンも必要になってくる（クライアントとのやりとり含む） 

・プレゼンテーションに関しては、多人数に集まっていただいての開催は非常に難しくなっていま

す。設計打ち合わせの場合も、大きな会議室での開催にならざるを得なくなっています。施工に

おける安全管理においては職工の休憩場所の確認が難しくなっています。工事監理においても

リモートでの監理も考慮しなければならなく成って来ている様に思います。 

・多少の影響はあるものの、インフラ整備における発注は問題なくされております。今後も状況を見

極めながら対応していきたいと考えております。 

・建設業界に限ったことではないが、テレワークの浸透は非常に大きいと思う。ただ、便利なだけで

はなく不便な部分（コミュニケーション）もでてきてしまい、その辺りのバランスをうまくとれるかが肝

になると思う。積算業務はテレワークがしやすいとよく言われるが、実際はコロコロ変わる状況に

対応するために、チームメンバーがすぐ横に居る状態がベストではある。コロナによる業績の悪化

などは特に無かった。 

 



③ 本校学生の卒業時におけるスキルについて 

 ・御校の学生さんのスキルはとても高く努力家と感じます。 どの学科を専攻したかと言う概念に縛

られずに建設専門校を卒業したからには、ものつくり全般の職域に興味を抱いていただきたい。 

現場管理業務の代理人の社会的責任の重さや範囲の広さは、自己の成長と比例するに値する

人脈形成も得られ魅力的な職域で有る事をもっとご指導いただきたくお願いします。 設計業務

やプレゼン提案をする前提には、的確なコストや工期や環境配慮型工法の知識や安全安心な

環境にやさしい素材知識も重要なスキルです。 『現場管理配属』にアレルギーを感じられること

には残念感を感じます。 

 ・他の専門学校の知見がなく比較するのは難しいのですが、卒計展を拝見する限りでは、かなり

高いスキル、クオリティを持っておられるかと思います。 

 ・スキルについては通常の教育内容の充実と日々の積み重ねの成果がしっかりと現れているもの

と思われます。 

 ・学科に必要な資格をもっている(ex. 2級建築士取得) ・BIMが使えるようになっている。 

・インターンシップを利用し、実務経験をしている。 

 ・卒業作品を観させていただいていると、優秀な生徒さんは有り余る才能を 持っておられる方が

多数おられるように思います。 スキルに付いてはデザイン力や CG 等において、学生として大

いに身に付けられておられると思いました。 

 ・学生本人が資格取得に積極的なのか、色々な資格を取得されていますので、特に問題はござ

いません。 

 ・極端に言ってしまえば、社会人として一般常識が備わっていれば問題ない。もちろん建築知識

を持っているに越したことはないが、知識＝スキルではないので、入社後に指導・教育する部分

については、卒業時にはそこまで重要視はしない。Excel や Word をはじめ、PC はどんな場面

でも使用するのでできる限り慣れておく方がよい。内定者には入社までにタイピング練習をして

おくように伝えている。皆、スマホには慣れているが、PCには案外慣れていない。 

 

④ 本校学生が必要な社会人マナー教育について 

 ・物つくりの素晴らしい世界に身を置くことを選択したからには、自己実現の為に念いを貫く事。 

失敗や同期との能力格差を感じ自分を否定し自分勝手に挫折感を抱え込まない不屈の精神と 

継続的チャレンジ精神の二つの精神の大切さを理解して社会に飛び込んで来ていただきたい。 

企業は最初から大きな成果は期待していない。 スキル UP は成長と共にで良い。 定着と継続

から徐々に本人のスキルも上がり、自信に繫げて中堅意以降で責任や期待に応えて貰えれば、

良いと我々企業側は思っています。 その様な企業側の思いも伝えて送り出していただきたい。 

 ・社会に出てからのマナーはカリキュラムというよりゼミやクラブ活動で養われることが多いと思わ

れ、専門学校では難しい項目と思いますが、今後はリアルな対面よりも IT 関係やメールの使い

方、礼儀等の教育が専門学校として有効かと思います。 

 ・日頃の教育の中で、マインドをしっかりと教える事が必要かと思います。 



 ・挨拶ができる・規則正しい生活ができる。(朝起きて、夜は早く寝る) ・コミュニケーション (報連

相)ができる。 

 ・自分の思いをしっかりと持ち、伝える能力を持ってもらえる様に教育していただければと思いま

す。 

 ・貴校学生は、挨拶や受け答えがしっかりされており、特に問題はございません。 

 ・会話力の強化というのをマナー教育の一部として取り入れてもいいのでは。面接や会社説明会

で学生と触れ合うが、アルバイト経験が大きいと感じている。接客業を経験している学生は、コミ

ュニケーション能力も比較的高く感じる。選考時には技術や知識よりも人柄を重視しているため

特にそう思う。成績が良くてもコミュニケーション能力が低いと採用には至らない。 

 

以上 


